
令和６年11月号
No.200

発行責任　福岡県小郡市議会

Ｐ２～６ 議会の動き
Ｐ７～14 市政を問う・一般質問13人、おもな事業
Ｐ15 議案審議結果一覧、賛否が分かれた案
Ｐ16 12月定例会の会期日程（予定）、編集後記

市民の皆様のおかげで
「議会だより200号」
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決　算　状　況
歳入決算額 249億9774万円
歳出決算額 241億2958万5千円
歳入歳出差引額 8億6815万5千円
翌年度に繰り越すべき財源 5億543万3千円
実質収支額 3億6272万2千円
財政調整基金※１ 44億9903万9千円
経常収支比率※2 94.9％

⃝財政調整基金は前年度より4億4168万2千円増加
⃝経営収支比率は前年度より2.0ポイント悪化
※１　突発的な災害や緊急を要する経費などに備えるため
　　　の基金。
※２　財政構造の弾力化を判断する指標で、比率が高いと
　　　財政に余裕がないことを示します。

決 算 審 査
令和５年度一般会計決算
　　　３億6272万２千円の 黒字

　前年度の決算につい
て審査を行うため設置
される特別委員会です。
　全議員が委員として
付託され、委員長、副
委員長を選出し、３日
～４日間にわたり審査
を行います。

決算審査
特別委員会設置

　審査の中で出された
課題について、委員間
で討議を行い、全委員
の総意となった意見に
ついて委員長が報告し
ます。

委員間討議

　関係部課長、係長に出
席を求め、各所管課より
決算内容について詳細な
説明を受けます。
　委員は、予算が適正に
執行されたか、費用に見
合った事業効果があった
かなど審査を行います。

審査内容の
把握と質疑
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決算審査特別委員会を設置し、９月３日～６日の４日間にて審査しました。
委員会で議論し、次の５点に留意するよう意見を出しました。

決算審査特別委員会報告

敬老事業について
各行政区が抱える負担や様々な課題など実態把握に
努めながら、うまく連携を取って進めていただきたい。

協働のまちづくり推進事業支援金について
補助金の補助対象事業や対象経費などに対して誤解が生じないよう、交付規則
や支援金ガイドラインの内容について、各校区のまちづくり協議会へ十分に説
明し情報共有を行いながら必要とする事業が遂行できるよう、しっかり努めて
いただきたい。

スポーツ協会補助金について
補助金の在り方などについては、執行部としても様々な
課題を認識されているので、今後、改善に向けて前向き
に取り組んでいただきたい。

 デマンドタクシー導入実証実験事業
「のるーと小郡」について
現状をしっかりと把握した上で、課題を整理
分析し、より良いものになっていくよう対応
していただきたい。

主要施策報告書について
今回の決算審査の中で質疑された内容を踏まえて、できるだけ実績数値を記載
することを検討していただきたい。
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誰もがのびのびと笑顔で暮らせるまち小郡
⃝駅にストリートピアノを設置・自然の豊かさを活かすまち
⃝老人ホーム、駅、住宅地にお店、遊べる場所を増やす
⃝貸自転車、電動キックボードの設置

高校生との意見交換会
小郡高校・三井高校

10代の主張

商店街を中心とした賑わいのある学園都市
⃝大学や専門学校の誘致やスポーツ大会を開催
⃝歴史や癒しを感じるまち（公園・緑・自然）
⃝季節行事（春夏秋冬）があるまちづくり

知る・体験・働く・住むが連動した魅力的な取組みで
子育てしやすい街

⃝写真映えスポットを設置し映画撮影地としてピーアール
⃝カフェ飲食店など働くための企業誘致
⃝出産支援が充実したまち

井上議長、田中委員長から加地市長へ
高校生がまとめた意見書を提出しました。

市長に意見書を提出

８月21日
開催

１ 

班

２ 

班

３ 
班

小郡市（まち）の未来をプロデュース＼ テーマ１／
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☆２つのテーマで６班に分かれてワーク
　ショップ形式で意見交換をしました。
☆まとめは、各班ごとに議場で発表！！

若者が集まる場所や子育て環境を充実
⃝人気ブランド・飲食店など流行している施設の充実
⃝治安を良くし、学割が使えるお店が欲しい
⃝可愛い制服を着たくなるような学校にして欲しい

商業施設の充実やイベント開催で若者へのアピール
⃝コンサート会場をつくり、イベント等の開催
⃝スタンプラリーで観光アピール
⃝空き家空き地を活用（子どもの遊び場など子育て支援）

引っ越してきたくなるようなまちづくり
⃝３才未満の保育料や給食費の無償化
⃝結婚したい人への支援
⃝年齢制限を設けずに農業する人を育てる機関や施設

　

令
和
６
年
８
月
５
日
、
都
市
経
済

常
任
委
員
会
の
所
管
事
務
調
査
と
し

て
、
一
般
社
団
法
人
小
郡
市
観
光
協

会
の
松
本
会
長
を
は
じ
め
役
員
及
び

事
務
局
の
方
々
と
意
見
交
換
を
実
施

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

　

冒
頭
、
観
光
協
会
の
取
組
み
が
紹

介
さ
れ
、
そ
の
後
に
観
光
協
会
目
線

で
の
課
題
・
疑
問
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
行
っ
た
。
課
題
と
し
て
「
小
郡

市
の
観
光
を
ど
の
よ
う
に
発
展
さ

せ
て
い
く
の
か
」
が
大
変
難
し
い

と
し
て
意
見
が
出
さ
れ
た
。
ま
た
、

「
市
・
商
工
会
・
青
年
会
議
所
・
各

地
域
主
催
行
事
等
」
へ
の
入
り
込
み

観
光
客
数
増
加
の
た
め
に
、
二
次
交

通
機
関
（
鉄
道
駅
か
ら
の
移
動
手

段
）
を
確
保
し
て
欲
し
い
と
の
要
望

が
な
さ
れ
た
。

　

今
後
、
都

市
経
済
常
任

委
員
会
で
も

引
き
続
き
調

査
し
、
提
案

を
行
っ
て
い

き
た
い
。

所管事務調査（都市経済常任委員会）

４ 

班

５ 

班

６ 
班

どのようにして若者を増やすか＼ テーマ２／
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⃝ロンドン五輪で金メダルラッシュ
⃝東京スカイツリー竣工

第150号
平成24年
５月１日

⃝バブル景気
⃝マイケルジャクソン来日

第50号
昭和62年
５月15日

⃝ｉモード開始
⃝地域振興券発行

第100号
平成11年
11月１日

⃝第一次オイルショック
⃝ベトナム和平協定

第１号
昭和48年
５月１日

市民の皆様のおかげで

「議会だより200号」
これからも市民の皆様に分かりやすく、親しみやすい情報をお届けします。
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９月定例会一般質問通告一覧表
代表質問

１　
令
和
５
年
度
決
算
分
析
に
基
づ
く
こ
れ
か
ら
の
財
政
運
営
に

　
　
つ
い
て

２　
交
通
渋
滞
等
に
対
応
し
た
こ
れ
か
ら
の
道
路
行
政
に
つ
い
て

黒
岩　

重
彦

個人質問

１　
小
郡
市
に
お
け
る
開
発
の
手
法
に
つ
い
て

２　
農
地
の
一
時
転
用
の
制
度
に
つ
い
て

髙
木　

良
郎

１　
障
が
い
者
の
情
報
取
得
に
つ
い
て

２　
命
を
守
る
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
定
着
に
つ
い
て

甲
斐
田
典
彦

１　
生
理
の
貧
困
問
題
に
つ
い
て

２　
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
の
取
組
み
に
つ
い
て

川
野　

悦
子

１　
小
郡
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
第
３
期
小
郡
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
に
つ
い
て

２　
学
童
保
育
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

新
原　

善
信

１　
学
校
現
場
に
お
け
る
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

２　
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
に
つ
い
て

佐
藤　
　

源

１　
中
学
校
部
活
動
の
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

２　
道
路
の
維
持
管
理
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
停
の
撤
去
に
つ
い
て

小
野　

壽
義

１　
宝
満
川
河
川
改
修
（
甘
木
鉄
道
架
け
替
え
）
事
業
に
つ
い
て

２　
高
速
高
架
下
の
地
域
交
流
ひ
ろ
ば
の
活
用
に
つ
い
て

深
川　

博
英

１　
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
認
知
症
施
策
に
つ
い
て

２　
重
要
土
地
等
調
査
法
に
つ
い
て

小
坪　

輝
美

１　
小
郡
市
の
農
業
政
策
に
つ
い
て

橋
間　

順
平

１　
通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

山
田　
　
忠

１　
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
悲
惨
な
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に

２　
沖
縄
県
本
部
町
と
の『
友
好
の
ま
ち
』締
結
後
の
交
流
に
つ
い
て

３　
困
難
を
抱
え
る
子
ど
も
や
保
護
者
の
た
め
に

大
場　

美
紀

１　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
に
つ
い
て

後
藤　

理
恵

一般質問の記事については、議場での発言に基づき、質問者（議員本人）が要約して編集したものです。
会議録については、令和６年12月上旬頃より議会ホームページのほか、議会事務局、各コミュニティセンター、図書館で
ご覧いただけます。
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ビ
ル
ド
・
ア
ン
ド
・
ス
ク

ラ
ッ
プ
で
既
存
事
業
の
見
直
し

も
行
い
、
年
次
的
な
計
画
の
下
、

事
業
実
施
す
る
こ
と
で
、
健
全

な
財
政
運
営
を
目
指
し
て
い
く
。

ふ
る
さ
と
納
税
が
こ
こ
３
年
減

少
し
て
い
る
が
、
ど
う
分
析
し

て
い
る
の
か
。

広
告
戦
略
の
強
化
に
よ
り

自
治
体
間
競
争
が
激
し
く
な
っ

て
お
り
、
ま
た
返
礼
品
の
経
費

５
割
ル
ー
ル
の
厳
格
化
や
寄
付

者
の
ト
レ
ン
ド
が
高
級
品
か
ら

日
用
品
へ
移
っ
て
き
た
た
め
寄

附
額
が
減
少
し
て
い
る
。

Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
よ
る
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
施
設
建
設
費
の
市
負
担
は
。

建
設
費
18
億
８
千
万
円
の

内
、
市
債
11
億
５
千
万
円
と

一
般
財
源
６
億
円
の
合
計
額
。

都
市
計
画
道
路
整
備
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
見
直
し
を
図
り
、
交

通
ア
ク
セ
ス
向
上
の
た
め
に
地

域
の
声
に
耳
を
傾
け
、
計
画
的

に
市
道
の
整
備
を
行
う
。

県
道
と
接
続
し
て
い
る
市
道
の

整
備
に
つ
い
て
市
と
し
て
の
見

解
は
。市

街
地
に
つ
い
て
は
縦
と

横
の
道
路
が
交
差
す
る
市
街
地

格
子
型
道
路
網
体
系
を
計
画
し

て
お
り
、
現
在
は
骨
格
の
部
分

を
整
備
し
て
い
る
。

長
期
未
着
手
の
新
設
の
都
市
計

画
道
路
は
、
道
路
網
を
評
価
し

た
上
で
事
業
整
備
の
判
断
を
す

べ
き
。

都
市
計
画
道
路
に
つ
い
て

も
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

と
連
動
さ
せ
て
考
え
て
い
く
。

都
市
計
画
法
の
適
用
で
集

落
の
維
持
と
地
区
計
画
で
産
業

系
の
誘
致
と
住
居
系
を
協
議
中
。

人
口
減
対
策
に
お
け
る
課
題
は
。

法
指
定
の
地
域
の
住
宅
等

の
建
築
が
進
ま
な
い
事
だ
。

立
石
味
坂
地
区
の
30
年
前
と
現

在
の
人
口
と
児
童
生
徒
数
は
。

人
口
は
30
％
減
小
学
生
は

60
％
中
学
生
は
70
％
減
。

イ
ン
タ
ー
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り

構
想
に
お
け
る
人
口
減
対
策
の

具
体
的
内
容
を
問
う
。

５
７
０
戸
と
１
２
５
戸
を

令
和
９
年
工
事
着
手
を
目
指
す
。

立
石
校
区
の
建
築
の
実
態
は
。

乙
隈
が
１
軒
、
干
潟
立
石

が
３
軒
、
吹
上
・
下
鶴
で
１
軒
。

下
鶴
・
吹
上
・
井
上
は
利
便
性

が
高
い
。
そ
の
他
の
地
区
で
も

住
宅
建
築
が
進
む
方
法
を
問
う
。

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の

機
運
が
大
事
で
あ
り
、
そ
の
た

め
の
き
っ
か
け
づ
く
り
が
必
要
。

小
中
一
貫
教
育
は
住
宅
政
策
抜

き
に
し
て
は
出
来
な
い
。
き
っ

か
け
づ
く
り
は
行
政
か
ら
働
き

か
け
て
欲
し
い
。

行
政
も
一
緒
に
実
施
す
る
。

地
区
計
画
で
も
立
て
て
新
た
な

住
宅
政
策
を
す
る
事
が
、
良
い

結
果
を
生
む
。

住
宅
も
に
ぎ
わ
い
も
農
業

も
大
事
で
あ
り
、
繁
栄
が
続
く

よ
う
に
様
々
な
施
策
を
と
っ
て

い
く
。
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

市
長

部
長

部
長

部
長

部
長

部
長

市
長

部
長

市
長

市
長

市
長

部
長

部
長

市
長

み
ら
い
の
会

黒
岩　
重
彦

交通渋滞が頻繁に発生する七夕道路秩序ある開発で農業も守ってほしい

決
算
分
析
に
基
づ
く
こ

れ
か
ら
の
財
政
運
営
は

議員

小
郡
市
の

 

　
開
発
の
手
法
を
問
う

議員 髙
木　
良
郎

交
通
渋
滞
等
に
対
応
し

た
道
路
行
政
と
は

議員
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音
声
コ
ー
ド
を
活
用
し

円
滑
に
情
報
を
取
得
で
き
る
よ

う
に
取
組
を
進
め
る
。

障
が
い
者
手
帳
の
あ
る
視
覚
障

が
い
者
の
人
数
は
。

４
月
１
日
現
在
１
４
２
名
。

音
声
コ
ー
ド
の
利
用
者
数
及
び

コ
ー
ド
を
使
っ
た
印
刷
物
は
。

人
数
は
把
握
し
て
い
な
い
。

印
刷
物
は
市
の
計
画
書
で
活
用
。

　
　
　

コ
ー
ド
が
進
ま
な
い
原
因
は
。

利
用
者
の
周
知
と
必
要
性

が
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

早
急
に
取
組
む
べ
き
で
は
。

生
活
上
便
利
か
を
把
握
し

対
応
を
進
め
て
い
く
。

関
係
機
関
と
連
携
し
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用

し
周
知
啓
発
に
取
組
む
。

現
在
の
取
組
状
況
は
。

街
頭
配
布
、
交
通
事
故
防

止
や
着
用
の
普
及
啓
発
を
実
施
。

学
校
で
の
取
組
状
況
は
。

中
学
入
学
時
や
交
通
安
全

教
室
で
着
用
を
指
導
。

　
　着

用
率
が
低
い
が
課
題
は
何
か
。

着
用
が
面
倒
、
置
場
が
な

い
、
髪
型
が
崩
れ
る
な
ど
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
補
助
を
問
う
。

県
内
の
動
向
を
踏
ま
え
安

全
性
に
つ
い
て
積
極
的
に
啓
発

を
し
、
着
用
率
を
上
げ
て
い
く
。

令
和
３
年
度
に
災
害
備
蓄

品
の
買
換
え
に
生
理
用
品
が
あ

り
、
余
剰
分
を
有
効
活
用
し
配

布
し
た
。

今
後
も
買
換
え
時
期
に
生
理
ナ

プ
キ
ン
の
無
償
提
供
な
ど
の
取

組
は
行
え
る
の
か
。

毎
年
の
買
換
え
備
品
を
同

様
に
有
効
活
用
し
た
い
。

小
・
中
学
校
の
女
子
ト
イ
レ
に

生
理
ナ
プ
キ
ン
を
常
備
で
き
な

い
か
。特

定
の
ト
イ
レ
に
常
備
す

る
他
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
養
護
教

諭
と
の
相
談
窓
口
を
設
け
て
、

配
布
方
法
を
個
別
に
行
う
な
ど

様
々
な
工
夫
が
で
き
な
い
か
、

今
後
、
学
校
と
協
議
を
進
め
て

い
き
た
い
。

相
談
支
援
、
参
加
支
援
、

地
域
づ
く
り
事
業
へ
繋
ぎ
、
一

体
的
に
取
組
み
相
乗
効
果
が
生

じ
支
援
効
果
が
高
ま
る
と
考
え

る
。
社
協
を
中
心
に
関
係
各
機

関
と
連
携
し
、
し
っ
か
り
と
取

組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

こ
の
事
業
を
進
め
る
た
め
に
は

取
組
み
を
図
式
化
し
伝
え
る
こ

と
が
で
き
な
い
か
。

図
式
化
し
簡
略
化
で
き
皆

さ
ん
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
は
、
大
変
有
効
だ
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
事
業
内
容
を

分
か
り
や
す
く
掲
載
で
き
な
い

か
。

図
式
化
し
分
か
り
や
す
く

し
た
内
容
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

載
せ
て
い
き
た
い
。

音声コード：文章を音声で読み上げる女子トイレに生理ナプキンの常備を

市
長

市
長

部
長

部
長

部
長

部
長

教
育
長

部
長

部
長

市
長

部
長

部
長

部
長

部
長

部
長

教
育
長

公
明
党

甲
斐
田
典
彦

視
覚
障
が
い
者
の

　
　
情
報
取
得
を
問
う

議員

生
理
の
貧
困
に
対
し

備
蓄
品
提
供
の
経
緯
は

議員

努
力
義
務
の
自
転
車
ヘ

ル
メ
ッ
ト
着
用
を
問
う

議員

重
層
的
支
援
体
制
整
備

事
業
展
開
の
仕
方
は

議員

お
ご
お
り
創
志
会

川
野　
悦
子
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人
口
動
態
は
校
区
ご
と
に

異
な
っ
て
お
り
、
左
岸
地
区
の

人
口
減
対
策
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
る
。

新
戦
略
で
は
持
続
可
能
な
活
力

あ
る
地
域
社
会
構
築
に
取
組
む
。

過
去
10
年
の
校
区
別
の
人
口
動

態
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

立
石
と
味
坂
校
区
で
は
、

10
％
以
上
減
少
し
て
い
る
。

０
歳
児
の
人
数
の
変
化
は
。

令
和
６
年
は
市
全
体
で

３
５
５
人
で
10
年
前
か
ら
約

１
０
０
人
減
っ
て
い
る
。

味
坂
校
区
を
ど
う
す
る
か
。

地
域
と
一
緒
に
大
き
な
目

標
を
立
て
進
め
て
い
き
た
い
。

一
時
的
に
待
機
児
童
が
出

て
い
る
。
施
設
は
学
校
空
き
教

室
を
活
用
し
て
い
く
。
支
援
員

の
確
保
に
取
組
み
、
子
ど
も
の

最
善
の
利
益
を
実
現
す
る
た
め

環
境
整
備
に
努
め
る
。

余
裕
教
室
を
ど
う
活
用
す
る
か
。

希
み
が
丘
は
、
令
和
８
年

度
に
向
け
余
裕
教
室
活
用
を
検

討
し
て
い
る
。

支
援
員
の
確
保
と
障
が
い
児
受

け
入
れ
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

国
の
人
材
確
保
支
援
策
を

活
用
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

障
が
い
児
の
受
け
入
れ
の
た
め

支
援
員
の
研
修
や
巡
回
指
導
を

し
て
い
る
。

熱
中
症
特
別
警
戒
情
報
ア

ラ
ー
ト
が
発
令
さ
れ
た
場
合
は
、

運
動
等
は
原
則
中
止
で
あ
る
。

ま
た
、
環
境
省
の
基
準
で
、
暑

さ
指
数
31
以
上
は
運
動
は
原
則

中
止
と
な
っ
て
い
る
。

安
全
性
な
ど
も
考
え
、
学
校
の

プ
ー
ル
の
民
間
委
託
は
ど
う
か
。

小
郡
市
に
は
、
２
つ
の
法

人
、
３
つ
の
ス
イ
ミ
ン
グ
ス

ク
ー
ル
が
あ
る
の
で
、
来
年
度

か
ら
小
学
校
８
校
全
て
民
間
委

託
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

市
内
の
学
校
で
秋
に
運
動
会
を

開
催
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
あ
る

の
か
。
あ
れ
ば
、
熱
中
症
対
策

は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

本
年
度
の
秋
実
施
は
、
中

学
校
が
２
校
と
小
学
校
８
校
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
数
縮
減
や
給
水
タ

イ
ム
や
水
分
補
給
な
ど
熱
中
症

対
策
を
し
た
。
し
か
し
、
当
日

非
常
に
厳
し
い
暑
さ
だ
っ
た
た

め
、
子
ど
も
た
ち
も
、
数
名
気

分
が
悪
く
な
っ
て
、
ホ
ー
ム
テ

ン
ト
で
休
ん
で
い
た
。
次
年
度

は
、
中
学
校
は
春
実
施
に
移
し

て
い
く
。

水
は
飲
ん
で
も
、
水
分
補
給
は

で
き
る
が
ミ
ネ
ラ
ル
補
給
は
で

き
な
い
。
学
校
に
自
動
販
売
機

の
設
置
が
で
き
な
い
か
。

各
中
学
校
に
考
え
方
を
聞

き
取
り
し
た
ら
、
こ
う
し
た
気

候
状
況
の
中
で
あ
り
、
設
置
を

す
る
方
が
良
い
、
設
置
も
や
む

を
得
な
い
と
い
う
回
答
だ
っ
た
。

教
育
委
員
会
と
し
て
、
自
動
販

売
機
を
中
学
校
か
ら
ま
ず
は
設

置
を
す
る
方
向
で
現
在
検
討
し

て
い
る
。

熱中症対策を 学童で楽しく遊ぶ子ども達

市
長

市
長

部
長

市
長

部
長

教
育
長

部
長

部
長

教
育
長

市
長

教
育
長 新

原　
善
信

ま
ち
ひ
と
し
ご
と
総
合

戦
略
を
ど
う
作
る
か

議員

水
泳
の
授
業
を
暑
さ
で

中
止
す
る
基
準
は

議員

学
童
保
育
の
現
状
と
課

題
は
何
か

議員

お
ご
お
り
創
志
会

佐
藤　
源
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道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
で

危
険
個
所
を
把
握
し
、
緊
急
性

の
あ
る
も
の
は
優
先
的
に
対
応

し
て
整
備
を
し
て
い
る
。

道
路
の
路
肩
か
ら
歩
道
や
車
道

に
葛
が
越
境
し
て
い
る
が
、
対

応
は
。定

期
的
に
葛
も
含
め
除
草

が
必
要
な
箇
所
は
、
委
託
業
者

で
除
草
作
業
を
実
施
し
て
い
る
。

市
民
、
区
か
ら
の
情
報
提
供
が

あ
っ
た
場
合
は
、
現
地
を
確
認

し
早
急
な
対
応
は
職
員
が
行

な
っ
て
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
停
の
撤
去

は
、
今
年
度
予
算
に
計
上
し
て

い
る
が
、
撤
去
は
何
時
か
。

今
年
中
に
撤
去
す
る
。

県
教
育
委
員
会
や
中
学
校

体
育
連
盟
と
活
動
実
施
の
課
題

を
協
議
し
、
生
徒
の
健
康
と
安

全
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

夏
休
み
期
間
中
も
連
日
37
度
、

38
度
の
中
で
部
活
動
が
行
わ
れ

て
い
る
が
、
安
全
な
の
か
。

中
体
連
大
会
が
日
中
に
行

わ
れ
て
い
る
の
で
、
県
教
育
委

員
会
と
対
策
を
協
議
し
た
い
。

体
育
館
は
蒸
し
風
呂
状
態
で
熱

中
症
の
危
険
性
が
あ
る
と
考
え

る
。
空
調
設
備
設
置
検
討
の
余

地
は
無
い
か
。

文
科
省
の
学
校
設
備
環
境

帰
善
交
付
金
な
ど
で
市
長
会
や

全
国
公
立
学
校
施
設
整
備
期
成

会
を
通
し
て
要
望
し
て
行
く
。

県
が
河
川
改
修
事
業
に
着

手
、
そ
の
上
流
の
口
無
川
、
高

原
川
合
流
部
付
近
の
浸
水
被
害

軽
減
に
期
待
を
し
て
い
る
。
大

規
模
な
県
事
業
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
事
業
期
間
も
長
く
な
る
見

込
み
で
、
県
と
よ
く
連
携
を
取

り
、
治
水
対
策
に
取
り
組
む
。

県
事
業
の
内
容
は
。

橋
梁
の
架
け
替
え
を
伴
う

河
川
改
修
事
業
が
計
画
さ
れ
て

い
る
。
甘
木
鉄
道
の
橋
脚
の
本

数
を
減
ら
し
、
河
川
の
流
れ
を

よ
く
す
る
。

事
業
期
間
は
。

令
和
４
年
度
か
ら
着
手
し

て
、
10
年
ぐ
ら
い
を
要
す
大
規

模
な
工
事
に
な
る
と
伺
っ
て
い

る
。

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
と
の

協
議
を
経
ま
し
て
、
去
年
４
月

１
日
か
ら
小
郡
駅
周
辺
市
街
地

の
活
性
化
の
拠
点
と
し
て
、
地

域
交
流
ひ
ろ
ば
と
し
て
の
利
用

が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
今
後
は
、

市
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く

場
と
な
る
よ
う
、
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
で
も
活
用
で
き
る
整
備
も
検

討
し
て
い
く
。

使
用
料
は
。

使
用
料
は
、
事
前
の
申
請

が
必
要
で
、
現
時
点
で
は
無
料

と
し
て
い
る
。

申
請
方
法
は
。

市
の
商
工
観
光
課
に
申
請

書
を
配
置
し
て
い
る
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
様
式
が
あ
る
。

甘木鉄道の橋脚 葛が越境したグリーンベルト

市
長

市
長

部
長

教
育
長

部
長

教
育
長

部
長

市
長

部
長

部
長

部
長

部
長

道
路
の
維
持
管
理
は

議員

甘
木
鉄
道
改
修
事
業
に

つ
い
て
問
う

議員

高
速
高
架
下
イ
ベ
ン
ト

広
場
に
つ
い
て
問
う

議員

中
学
校
部
活
動
の

　
　
　
熱
中
症
対
策
は

議員

み
ら
い
の
会

深
川　
博
英

お
ご
お
り
創
志
会

小
野　
壽
義
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理
解
促
進
を
進
め
る
取
組

や
予
防
事
業
を
引
き
続
き
行
い

な
が
ら
、
認
知
症
の
方
や
そ
の

家
族
の
意
思
や
権
利
が
尊
重
さ

れ
、
必
要
な
支
援
を
受
け
な
が

ら
地
域
で
共
に
暮
ら
し
て
い
く

共
生
社
会
の
実
現
を
推
進
し
て

い
く
。

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
。

認
知
症
に
対
す
る
正
し
い

理
解
を
広
げ
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
を

育
成
す
る
た
め
の
も
の
。

　
認
知
症
安
心
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

（
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
）
に
つ
い

て
と
更
新
の
予
定
は
。

認
知
症
の
基
礎
知
識
や
適

切
な
サ
ー
ビ
ス
等
を
ま
と
め
た

も
の
。
今
後
刷
新
を
図
る
。

制
度
の
運
用
は
国
が
直
接

行
う
。
市
と
し
て
は
連
携
の
上

制
度
の
周
知
に
努
め
て
い
く
。

政
府
か
ら
の
意
見
聴
取
で
、
市

が
保
有
す
る
保
護
す
べ
き
個
人

情
報
の
提
供
を
行
っ
た
の
か
。

区
域
図
の
周
辺
の
地
形
情

報
や
開
発
計
画
・
開
発
協
議
の

情
報
・
高
層
建
造
物
の
建
設
計

画
の
有
無
等
の
意
見
聴
取
が

あ
っ
た
が
、
個
人
情
報
に
つ
い

て
は
報
告
し
て
い
な
い
。

市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
観
点
か

ら
、
政
府
に
対
し
て
確
固
た
る

信
念
を
も
っ
て
政
府
に
対
峙
し

て
ほ
し
い
。

行
政
の
責
任
者
と
し
て
、

必
要
が
あ
れ
ば
国
に
対
し
て
意

見
を
述
べ
る
と
き
は
述
べ
る
。

次
期
食
料
・
農
業
・
農
村

基
本
計
画
を
策
定
予
定
で
、
ス

マ
ー
ト
農
業
の
推
進
や
農
産
物

の
ブ
ラ
ン
ド
化
は
、
重
要
な
課

題
で
農
業
課
題
の
解
決
に
国
、

県
の
補
助
事
業
等
を
積
極
的
に

活
用
し
取
り
組
ん
で
い
く
。

離
農
者
の
要
因
、
対
策
、
課
題

を
尋
ね
る
。

高
齢
化
や
後
継
者
不
足
、

機
械
の
買
替
え
等
が
要
因
。
水

田
農
業
担
い
手
機
械
導
入
支
援

事
業
で
補
助
を
行
っ
て
い
る
。

　
排
水
対
策
、
土
壌
改
良
の
土
作

り
補
助
金
は
。

農
業
競
争
力
強
化
農
地
整

備
事
業
を
活
用
し
て
、
暗
渠
排

水
事
業
、
土
壌
改
良
に
係
る
補

助
金
と
堆
肥
利
用
拡
大
に
よ
る

ワ
ン
ヘ
ル
ス
推
進
事
業
、
被
災

園
芸
産
地
改
植
等
支
援
事
業
等

で
土
壌
改
良
に
補
助
し
て
い
る
。

高
収
益
作
物
の
取
組
と
方
針
は
。

産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業

や
高
収
益
型
園
芸
産
地
育
成
事

業
等
の
補
助
事
業
を
活
用
し
、

園
芸
農
家
に
施
設
や
機
械
の
整

備
に
補
助
を
行
っ
て
い
る
。
市

の
単
独
の
園
芸
施
設
等
整
備
事

業
の
補
助
を
行
っ
て
い
る
。

農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
は
。

特
産
品
化
事
業
の
取
組

支
援
や
、
ふ
る
さ
と
納
税
で
の

新
た
な
返
礼
品
の
開
発
を
し
て

い
き
た
い
。

道
の
駅
の
誘
致
の
考
え
は
。

食
と
農
の
複
合
施
設
を
民

間
活
力
を
活
用
し
て
、
取
り
組

ん
で
行
く
考
え
で
あ
る
。

部
長

部
長

部
長

部
長

部
長

市
長

市
長

部
長

市
長

基盤産業の農業に活力を

「小郡市における注視区域」（内閣府）
（https://www.cao.go.jp/tochi-chosa/kuiki/chushikuiki/fukuokaken/
ogorishi/doc/kuikizu1-2.pdf）を加工して作成

市
長

部
長

部
長

日
本
共
産
党

小
坪　
輝
美

農
業
生
産
、
政
策
の
課

題
解
決
に
つ
い
て
問
う

議員

重
要
土
地
等
調
査
法
の

情
報
開
示
と
周
知
は

議員

今
後
の
認
知
症
施
策
に

つ
い
て
の
考
え
は

議員橋
間　
順
平
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通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
基
づ
き
、
教
育
委
員
会

や
学
校
、
都
市
整
備
課
、
防
災

安
全
課
、
小
郡
警
察
署
、
久
留

米
県
土
事
務
所
な
ど
が
連
携
し
、

通
学
路
の
安
全
点
検
を
行
っ
て

い
る
。

学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
の
改
善
要

請
と
対
応
状
況
は
。

３
年
間
の
点
検
個
所
数
43

か
所
の
内
34
か
所
に
つ
い
て
は

対
策
を
終
え
て
い
る
。
残
り
９

か
所
に
つ
い
て
も
現
在
対
応
を

行
っ
て
い
る
。

早
急
な
対
応
が
困
難
な
場
所
に

つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
安
全

を
確
保
し
て
い
る
か
。

小
学
校
に
お
い
て
は
、
通

学
路
を
変
更
す
る
な
ど
の
方
法

を
と
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
中

学
校
で
は
、
危
険
個
所
の
実
態

や
対
応
方
法
を
子
ど
も
た
ち
が

考
え
て
情
報
共
有
し
な
が
ら
通

学
し
て
い
る
。

学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
園
周
辺

道
路
の
ス
ピ
ー
ド
規
制
に
つ
い

て
の
考
え
方
は
。

一
般
道
で
の
規
制
は
実
施

で
き
て
い
な
い
。
今
後
、
道
路

交
通
法
の
改
正
が
な
さ
れ
て
お

り
規
制
が
図
ら
れ
る
見
込
み
。

児
童
、
生
徒
の
命
を
守
る
た
め

に
は
、
早
急
に
歩
道
の
整
備
が

必
要
と
思
わ
れ
る
が
、
対
応
策

は
ど
う
か
。

歩
道
を
広
げ
る
に
当
た
っ

て
は
、
時
間
と
費
用
が
大
き
く

か
か
っ
て
く
る
。
今
後
も
限
度

内
で
で
き
る
最
善
の
安
全
対
策

に
つ
い
て
努
め
て
い
く
。

事
故
防
止
策
も
含
め
、

様
々
な
視
点
を
も
ち
、
制
度
設

計
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

自
身
の
体
調
や
天
候
な
ど
を
考

え
て
安
全
に
運
転
す
る
補
償
運

転
の
啓
発
を
。

交
通
事
故
を
な
く
す
福
岡

県
民
運
動
本
部
で
も
、
毎
ル
ー

ル
づ
く
り
と
し
て
推
進
さ
れ
て

い
る
。
市
と
し
て
も
周
知
に
努

め
て
い
く
。

周
囲
の
運
転
者
に
も
配
慮
し
て

も
ら
え
る
よ
う
、
高
齢
者
マ
ー

ク
の
表
示
に
努
め
る
こ
と
へ
の

啓
発
を
。

努
力
義
務
で
は
あ
る
が
、

本
人
が
意
識
を
高
め
る
と
安
全

に
つ
な
が
る
視
点
か
ら
、
交
通

事
故
防
止
対
策
の
中
で
取
り
組

め
る
よ
う
関
係
機
関
と
協
議
を

し
て
い
く
。

施
設
の
再
整
備
、
交
通
手

段
な
ど
の
課
題
は
認
識
し
て
い

る
。
計
画
的
に
改
善
策
の
検
討

を
進
め
る
。

通
級
の
手
段
と
し
て
、
市
が
運

営
す
る
地
域
公
共
交
通
を
利
用

で
き
な
い
か
。

の
る
ー
と
小
郡
は
、
あ
す

て
ら
す
ま
で
、
相
乗
り
タ
ク

シ
ー
は
曜
日
が
限
ら
れ
て
い
る

が
利
用
は
で
き
る
。
保
護
者
へ

周
知
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
支
援
を
取
り

組
む
考
え
は
。

今
後
進
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。高齢者マーク グリーンベルトと外柵で安全を確保

市
長

部
長

部
長

部
長

教
育
長

部
長

部
長

部
長

市
長

教
育
長

部
長

お
ご
お
り
創
志
会

大
場　
美
紀

通
学
路
に
お
け
る
安
全

対
策
の
取
り
組
み
は

議員

高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
の

事
故
防
止
対
策
を

議員

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の

充
実
を

議員

み
ら
い
の
会

山
田　
忠
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現
在
は
授
業
の
中
で
、
子

ど
も
た
ち
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

使
っ
て
考
え
を
ま
と
め
、
友
達

と
話
し
合
っ
た
り
、
実
験
や
運

動
の
動
画
を
撮
影
し
て
記
録
し
、

次
の
学
習
活
動
に
生
か
し
た
り

す
る
な
ど
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
姿

が
日
常
的
に
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
る
。

成
果
と
し
て
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
る
の
か
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
積
極
的
に
使
っ

て
、
子
ど
も
た
ち
主
体
の
学
び

を
作
っ
て
い
る
学
校
に
お
い
て
、

学
力
の
値
も
非
常
に
高
く
な
っ

て
い
る
。
成
果
と
し
て
、
考
え

た
り
書
い
た
り
表
現
を
し
た
り

す
る
と
い
う
活
動
の
幅
が
随
分

広
が
っ
て
き
て
、
友
達
と
の
考

え
を
協
働
し
て
い
く
学
び
、
自

分
の
課
題
に
む
け
て
さ
ら
に
高

め
て
い
く
姿
が
出
て
き
て
い
る
。

教
育
現
場
の
課
題
改
善
に
つ
い

て
は
。デ

ジ
タ
ル
活
用
の
中
で
、

先
生
方
の
教
育
環
境
の
改
善
、

負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
よ
う
な

取
組
み
を
積
極
的
に
進
め
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

端
末
の
更
新
に
つ
い
て
は
。

当
初
の
整
備
か
ら
５
年
目

を
迎
え
、
Ｏ
Ｓ
サ
ポ
ー
ト
が
終

了
す
る
こ
と
か
ら
、
令
和
７
年

10
月
目
処
に
５
９
３
０
台
を
一

括
で
の
更
新
を
行
い
、
切
れ
目

の
な
い
事
業
を
作
り
上
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

端
末
の
再
利
用
は
。

市
民
の
方
に
使
っ
て
も
ら

う
の
は
１
つ
の
方
法
と
し
て
考

え
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

　河北苑は、平成５年の供用開始から

30年以上が経過している。和式便器を

洋式便器に改修し、併せて温水洗浄便座

を設置することにより、利用者の利便性

の向上を図ります。	

　小郡と結びつきが強い「鴨」を活用し、

食文化の継承や新たな特産品開発などの

ブランディングを行い、市内外に「鴨の

まち小郡」を広く発信を行います。

　「のるーと小郡」及び「おごおり相乗

りタクシー」について、多様化する利用

者の決済手段に対応し円滑な運行事業を

実現するため、キャッシュレス決済を行

うためのモバイル多機能決済端末の導入

を行います。

　証明書LINE申請事業、食育カフェ

整備事業の補正予算などを審議し、

いずれも可決しました。

教
育
長

部
長

部
長

教
育
長

鴨のまちプロジェクト 410万円

モバイル多機能決済
端末導入事業 131万6千円

み
ら
い
の
会

後
藤　
理
恵

河北苑トイレ改修工事 301万3千円

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
に
お

け
る
学
校
の
現
状
は

議員

教
育
長

河北苑



おごおり市議会だより

15

令和６年９月定例会　議案審議結果一覧
議案番号 事　　　　件　　　　名 審議結果

議案第37号 福岡県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更に関する協議について 可　決

議案第38号 小郡市都市公園条例の一部を改正する条例の制定について 可　決

議案第39号 小郡市手数料条例の一部を改正する条例の制定について 可　決

議案第40号 小郡市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 可　決

議案第41号 小郡市コミュニティセンター設置条例の一部を改正する条例の制定について 可　決

議案第42号 小郡市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一
部を改正する条例の制定について 可　決

議案第43号 令和６年度小郡市一般会計補正予算（第３号）の承認について 可　決

議案第44号 令和６年度小郡市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）の承
認について 可　決

議案第45号 令和６年度小郡市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）の承認に
ついて 可　決

議案第46号 令和６年度小郡市下水道事業会計補正予算（第２号）の承認について 可　決

議案第47号 小郡市立学校給食センター整備運営事業契約の締結について 可　決

議案第48号 排水ポンプシステムの買入れについて 可　決

議案第49号 小郡市ひとり親家庭等医療費の支給に関する条例の一部を改正する条
例の制定について 可　決

諮問第４号 下水道使用料の追加徴収処分に係る審査請求について
審査請求を
棄却すべき
旨を答申

認定第１号 令和５年度小郡市一般会計歳入歳出決算認定について 認　定

認定第２号 令和５年度小郡市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　定

認定第３号 令和５年度小郡市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認　定

認定第４号 令和５年度小郡市介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　定

認定第５号 令和５年度小郡市住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算認定
について 認　定

認定第６号 令和５年度小郡市工業団地整備事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　定

認定第７号 令和５年度小郡市下水道事業会計決算認定について 認　定

請願第１号 教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元をはかるため
の、2025年度政府予算に係る意見書採択の要請について 採　択

同意案第29号 教育委員会委員の任命について 同　意

同意案第30号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 同　意

同意案第31号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 同　意

委員会提出
第１号

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度拡充に係る意見書の提出に
ついて 可　決
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例
年
に
な
い
猛
暑
が
続
い
た
今

年
も
、
よ
う
や
く
秋
ら
し
い
季
節

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
議
会
だ
よ
り
は
、

昭
和
48
年
に
第
1
号
が
発
行
さ
れ

て
以
来
、
約
50
年
の
歴
史
を
重
ね
、

２
０
０
号
を
迎
え
ま
し
た
。
 　

　

こ
の
50
年
の
間
に
は
、
多
く
の

出
来
事
や
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。

　

長
年
に
わ
た
る
歩
み
を
振
り
返

る
と
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
と
と
も
に
議
会
だ

よ
り
の
歴
史
を
築
く
こ
と
が
で
き
、

節
目
で
あ
る
２
０
０
号
を
発
行
で

き
ま
し
た
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
市
民
の
皆
様
に

寄
り
添
い
な
が
ら
、
親
し
み
や
す

く
、
分
か
り
や
す
い
情
報
を
お
届

け
で
き
る
よ
う
、
よ
り
一
層
の
努

力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
川
野　

悦
子
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　

委
員
長　

佐　

藤　
　
　

源

　

副
委
員
長　

川　

野　

悦　

子

　

委　
　

員　

内　

山　

伸　

博

　

委　
　

員　

甲
斐
田　

典　

彦

　

委　
　

員　

立　

山　
　
　

稔

　

委　
　

員　

山　

田　
　
　

忠

　

小
郡
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
、
平
成
18
年
５
月
以
降

の
市
議
会
会
議
録
が
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

　

な
お
、
令
和
６
年
９
月
定

例
会
の
会
議
録
は
、
令
和
６

年
12
月
上
旬
頃
よ
り
ご
覧
い

た
だ
け
る
予
定
で
す
。

　

小
郡
市
議
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
、
本
会
議
（
過

去
５
年
間
）
及
び
常
任
委
員

会
の
生
中
継
・
録
画
映
像
が

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

本
会
議
・
常
任
委
員
会
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
が

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

小
郡
市
議
会
会
議
録
が

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

12月定例会の会期日程（予定）

12月２日（月） 本会議（議案上程）

12月４日（水） 本会議（質疑）

12月９日（月） 総務文教常任委員会

12月10日（火） 保健福祉常任委員会

12月11日（水） 都市経済常任委員会

12月16日（月） 本会議（一般質問）

12月17日（火） 本会議（一般質問）

12月18日（水） 本会議（一般質問（予備日））

12月20日（金） 本会議
（委員長報告と質疑・討論・採決）

新
原
　
善
信

◯

◯

◯

◯

◯

◯

山
田
　
　
忠

◯

◯

◯

◯

◯

◯

田
中
　
雅
光

◯

◯

◯

◯

◯

◯

佐
々
木
益
雄

◯

◯

◯

◯

◯

◯

後
藤
　
理
恵

◯

◯

◯

◯

◯

◯

立
山
　
　
稔

◯

◯

◯

◯

◯

◯

大
場
　
美
紀

◯

◯

◯

◯

◯

◯

髙
木
　
良
郎

◯

◯

╳

◯

◯

◯

小
野
　
壽
義

◯

◯

◯

◯

◯

◯

小
坪
　
輝
美

╳

╳

╳

╳

╳

╳

深
川
　
博
英

◯

◯

◯

◯

◯

◯

佐
藤
　
　
源

◯

◯

◯

◯

◯

◯

橋
間
　
順
平

◯

◯

◯

◯

◯

◯

甲
斐
田
典
彦

◯

◯

◯

◯

◯

◯

黒
岩
　
重
彦

◯

◯

◯

◯

◯

◯

内
山
　
伸
博

◯

◯

◯

◯

◯

◯

川
野
　
悦
子

◯

◯

◯

◯

◯

◯

案　件　

議 員 名

議案第３７号

議案第４０号

議案第４７号

認 定 第 １ 号

認 定 第 ２ 号

認 定 第 ３ 号

【賛否が分かれた案件】　※議長（井上勝彦）は表決に参加しません。

（賛成…◯、反対…×）
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